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本日のお話 

１）はじめに 

２）超高齢化時代の日本の現状 

３）障害をもつ人と家族の実情 

４）障害をもつ人の支援の在り方 

５）おわりに：「ゆったりとつながり、負けないで 

        生きていける社会を」 



はじめに 
 

 



超高齢社会とは 

• 総人口に対して65歳以上の高齢者人口が占

める割合を高齢化率という。高齢化率が同
21％を超える社会を超高齢社会という。 

 

• 日本は、1970年に高齢化率7％超の｢高齢化

社会」、1994年に同14％超の「高齢社会」
となり、2016年には同26.7%の「超高齢社
会」となっている。  



あるご家族からのお手紙 

• （前略）顧みますと○年あまり、 先生には（中略）
ご指導いただき感謝申し上げます。（中略）私た
ち夫婦は、老々介護の日々の生活で老いること
の大変さをつくづく感じ、我が身のことさえおぼ
つかない状態になり、今年で家族会をやめるこ
とにしました。（中略）先生には一言御礼を申し
上げたく、･･                                           （一部改変） 

 

→この方は、お手紙をくださってからしばらくして 

亡くなられたとうかがいました。 



ある患者さんからの手紙 

（前略）母が昨年暮れに亡くなりました。（中 略）

与えられた命を大切にして頑張っていきますと
母が亡くなるときに伝えました。生きていること、
頑張って いることが母が一番喜んでくれて、母
の一番の供養になるのだと思っています。 

（後略）                                                 （一部改変） 

→この方は、現在精神科病院に入院されて 

います。 

 

 

 

 



超高齢社会の日本の現状 
 

 



男
性 

女
性 

平均寿命の経年変化 



少子化に伴う出生数と死亡数の逆転 

 
出生数：約１００万人 

死亡数：約１２７万人 



今後の日本の人口予測 
（合計特殊出生率が１．３５の場合） 

 

資料作成：山崎史郎氏 



 



２０２５年問題 

「2025年問題」とは、団塊の世代が2025年頃まで
に後期高齢者 （75歳以上）に達する事により、介

護・医療費等社会保障費の急増が懸念される問
題です。 

平成27年（2015年）に「ベビーブーム世代」が前期
高齢者（65～74歳）に到達し、10年後の平成37年
（2025年）高齢者人口は、約3,500万人（人口比約
30％）に達すると推計されています。 

 （平成18年厚生労働省・委員会報告書より抜粋） 

 



世帯構成員の数の推移 

 



生活保護世帯の増加 

 



支援する側の課題 

 ○ 地域コミュニティの基盤が弱体化。 

    マンションなど人付き合いの乏しさ 

    東京のある区の町内会長の平均年齢は 

    ７０歳以上、会員も減少 

 ○ 人口が減少に転じ、人手不足が深刻に。 

    介護職は１００万人不足する時代へ 

 ○ 莫大な財政赤字の上に、さらに増え続ける 

  社会保障費 

    国の借金１０００兆円 社会保障費１５０兆円へ 

 


